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コミュニティ佐潟バスの運行見直しに係る 

地域説明会・意見交換会 

日時：令和７年４月２３日(水)１８:００～ 

場所：赤塚連絡所 ２階 大会議室 

次 第 
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コミュニティ佐潟バス運行収支状況

2023年度(決算額)
上期 下期 年合計(精算額)

運行経費(補助対象経費) A 4,900,976 4,847,865 9,748,841
運行収入額 B B1+B2 417,106 832,184 1,249,290
運賃収入額 B1 400,164 773,274 1,173,438
営業外収益 B2 16,942 58,910 75,852

欠損額 ① A-B 4,483,870 4,015,681 8,499,551
運行費補助限度額 C A×0.85 4,165,829 4,120,685 8,286,514
収支率(％) D B/A 8.5% 17.2% 12.8%

E 4,165,829 8,286,514
地域負担額 ①-E 213,037

2024年度(決算見込額)
上期 下期 年合計(精算額)

運行経費(補助対象経費) A 5,683,961 5,613,771 11,297,732
運行収入額 B B1+B2 436,201 991,510 1,427,711
運賃収入額 B1 420,448 975,757 1,396,205
営業外収益 B2 15,753 15,753 31,506

欠損額 ① A-B 5,247,760 4,622,261 9,870,021
運行費補助限度額 C A×0.80 4,547,168 4,491,016 9,038,185
収支率(％) D B/A 7.7% 17.7% 12.6%

E 4,547,168 9,038,185
地域負担額 ①-E 831,836

①収入額…2・3月の運賃収入を前年同月と同等、営業額収益を本年前期と同等として算出
②補助額…運行経費額の80％を上限とする。(←R6より上限引き下げのため)

補助交付決定額
(①orCの少ない方)

補助交付決定額
(①orCの少ない方)

①

②
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令和６年度住民バス運行概要

北区 中央区 南　区 西　区

　陽光・松浜・濁川　 　新潟島 茅野山･早通 　月潟　
　赤塚･みずき野･
四ツ郷屋

　はまなす
　「地域交通」研究会

新潟島に循環バスを走
らせる会

・バス運営委員会

　茅野山･早通
生活交通協議会

　月潟生活交通運行協議会
　コミュニティ佐潟
　バス運営委員会

おらってのバス
しも町循環バス
にこにこ号

カナリア号 月潟住民バス コミュニティ佐潟バス

　平成22年4月 　平成19年7月 　平成17年11月 　平成22年4月 　平成17年4月

アイ・ケーアライアンス㈱  新潟交通観光バス㈱ さくら交通㈱
【旧】新潟交通観光バス(株)
【新】太陽交通新潟(有)
＋泉観光バス(株)

新潟交通㈱

①小型バス（定員33/座席
21)

②小型バス（定員36/座席
13）

①小型バス
（定員38/座席19)

①ジャンボタクシー
（定員13/座席13）

①ジャンボタクシー
（定員10/座席10）

※路線バス車両

①ノンステップ
②ワンステップ

①ノンステップ - ①ノンステップ -

陽光ニュータウンルートお
よび葛塚ルート

下町循環ルート 亀田循環ルート
横越北
循環ルート

横越南
循環ルート

月潟ルート 四ツ郷屋赤塚ルート

直線型及び循環型 循環型 循環型 循環型 循環型 直線型 直線型

　太夫浜上～新崎駅北口
～

北区役所・文化会館前

舟江診療所前～二葉町
～古町～寄居町十字路

前

亀田駅～区役所～亀田
駅

亀田駅東口～中央卸
売市場前～横越出張
所～亀田駅東口

荻川駅～沢海～横越
出張所～沢海～荻川

駅
月潟～白根

　内野(営)～四ツ郷屋～
赤塚駅

11.5～27.7 10.4 14.4～15.6 14.9～19.8 20.8～23.5 16.1 　3.5～10.1

平日12便 7便
平日8便
土休日8便

平日10便
土曜10便

平日9便 平日2便
平日10便

（冬季：1便増便）

　平日
（12/29～1/3運休）

毎日
（8/13、12/31～1/3運

休）

　毎日
(12/31～1/3運休)

平日
（12/29～1/3運休）

平日
（12/29～1/3運休）

200円均一
210円均一
↓

260円均一
210円均一 300円均一 110円均一

24%
54%

(運賃改定前)
30%

17％
(事業者変更前)

13%

210円均一

　運行日
平日・土曜

（12/29～1/3運休）

　収支率(R5)
※概数

21%

　運賃

①ノンステップ
②ワンステップ

系統名

ルート形態

運行コース

　距　離
　(km)

　運行便数
　(便/日)

通称 横バス

　運行開始 　平成22年11月

運
行
内
容

運行事業者 　フィールド観光㈱

運行車両
（運転手除く
定員/座席数）

①中型バス（定員59/座席22)
②小型バス（定員45/座席17）

バリフリ対応

区 江南区

　地　区 横越

　組織名   横バス協議会



佐潟バスの運行見直しの経緯

R6秋～： 西区地域課に相談

①検討メ ンバーによる運行見直し 、 運行内容確定

②法定会議、 各種手続き、 事業者間の引継ぎ

③ 令和8年4月から新形態での運行

地域が主体となった、 運行の早急な見直しが必要に

地域負担0 ・ 持続可能な運行

方向性

利用状況に合わせた運行形態へ

【 検討していた見直し内容】
①事業者の変更
②車両のサイズダウン ➡経費削減のため
③運行便数・ ルート
④利用促進 ➡利用者増のため

現状

収支率低下 ・ 地域負担増

要因①利用者数の減少 (バス離れ)
要因②物価や人件費高騰による経費増加

【 運営委員会】
大幅な見直しを検討していた

R7 .2 ～： 新潟交通(株)から、 新事業者への引継ぎ依頼

理由 運転士不足 新しい運行事業者の検討に協力する申し出あり備考

新潟交通(株)による運行は令和8年3月まで、 以降は新規事業者に引継ぎたいとの旨

目指すべき今後の佐潟バスの姿

今後の見直しの流れ

R8以降の具体的な見直しの流れは、 資料5 -2 で説明

資料４



令和７年度中の見直し内容 

① 運賃改定 

変更前 
不足額 

（乗車1人当たり）
見直し案

110円 約 64円 180円 

② ダイヤ改正 

◎内野営業所⇒四ツ郷屋・越後赤塚駅行  

・１便（7：00発）/ 冬季便（17：33発）→ 廃止

・２便（7：25発）→ ダイヤを５分繰り上げ

◎赤塚駅前・四ツ郷屋⇒内野営業所行 

 ・１便（7：45発）→ ダイヤを５分繰り下げ

・４便（18：30発）/ 5 便（19：35発）→ 廃止 

◎内野営業所 ➡ 四ツ郷屋・赤塚駅前行 ◎赤塚駅前・四ツ郷屋 ➡ 内野営業所行

停留所 1便 2便 3便 4便 5便 冬季便 停留所 1便 2便 3便 4便 5便

内野営業所 7:00
7:20
7:25

15:00 15:28 16:35 17:33 赤塚駅前
7:50
7:45

- 15:52 18:30 19:35

中権寺 7:01
7:21
7:26

15:01 15:29 16:36 17:34 おおはくちょう橋
7:51
7:46

- 15:53 18:31 19:36

下谷内 7:02
7:22
7:27

15:02 15:30 16:37 17:35 国際情報大学前
7:52
7:47

- 15:54 18:32 19:37

谷内 7:03
7:23
7:28

15:03 15:31 16:38 17:36 かただ公園前
7:53
7:48

- 15:55 18:33 19:38

木山小学校前
(四ツ郷屋経由)

7:04
7:24
7:29

15:04 ↓ ↓ ↓ 赤塚小学校前
7:55
7:50

- 15:57 18:35 19:40

四ツ郷屋 7:08
7:28
7:33

15:08 ↓ ↓ ↓ 赤塚
7:56
7:51

- 15:58 18:36 19:41

木山小学校前 7:11
7:31
7:36

- 15:32 16:39 17:37 赤塚下
7:57
7:52

- 15:59 18:37 19:42

東山 7:12
7:32
7:37

- 15:33 16:40 17:38 赤塚連絡所前
7:58
7:53

- 16:00 18:38 19:43

山崎 7:13
7:33
7:38

- 15:34 16:41 17:39 山崎
7:59
7:54

- 16:01 18:39 19:44

赤塚連絡所前 7:14
7:34
7:39

- 15:35 16:42 17:40 東山
8:00
7:55

- 16:02 18:40 19:45

赤塚下 7:15
7:35
7:40

- 15:36 16:43 17:41
木山小学校前
(四ツ郷屋経由)

↓ - 16:03 18:41 19:46

赤塚 7:16
7:36
7:41

- 15:37 16:44 17:42 四ツ郷屋 ↓ 15:08 16:07 18:45 19:50

赤塚小学校前 7:17
7:37
7:42

- 15:38 16:45 17:43 木山小学校前
8:01
7:56

15:11 16:10 18:48 19:53

かただ公園前 7:19
7:39
7:44

- 15:40 16:47 17:45 谷内
8:02
7:57

15:12 16:11 18:49 19:54

国際情報大学前 7:20
7:40
7:45

- 15:41 16:48 17:46 下谷内
8:03
7:58

15:13 16:12 18:50 19:55

おおはくちょう橋 7:21
7:41
7:46

- 15:42 16:49 17:47 中権寺
8:04
7:59

15:14 16:13 18:51 19:56

赤塚駅前 7:23
7:43
7:48

- 15:44 16:51 17:49 内野営業所
8:06
8:01

15:16 16:15 18:53 19:58

資料５-１



令和８年度以降の 
運行見直しのロードマップ

～9月末 地域検討終了 

【本日】コミュニティ佐潟バスの運行見直しに係る地域説明会・意見交換会 

・住民バス制度 ・佐潟バスの現状（運行体系、収支状況） 

・各区の住民バスの運行体系 ・見直しの経緯 ・今後の見直しについて 

今後の円滑な見直しに向けて、上記の内容を地域で確認。 

法定会議・手続きなど (１０月～)  

① 新潟市地域公共交通会議 (法定会議・不定期開催)

・運行形態の変更内容について確認

② 運輸局への届け出 (通常処理期間：1か月) 

③ 引継ぎ事項の調整 (新潟交通と新事業者間で実施)

④ 地域への周知 (ルート・ダイヤ・運賃等を回覧などでお知らせ) 

～R8.3月 引き継ぎ完了 ⇒ R8.4 月～ 新事業者・運行形態にて運行開始 

地域での検討 (4 月末～８月上旬)  

① 検討メンバー確定 (＋地域へのお知らせ) 

② 現状・課題の整理 

 ・利用/収支状況の分析 ・他区事例との比較検討 

 ・具体的検討に向けたリサーチ事項の検討 

③ 目指す運行体系の検討 

・地域内の移動ニーズに適した運行体系の検討 

④ 具体的な運行内容の検討 

・車両規模 / 運行ルート / 運行便数 等の検討 

⑤ 運行事業者の検討・決定 

 ・上記で決定した運行内容にて見積聴取 ⇒ 委託事業者をしぼる 

検討メンバーの皆

さんで、運行形態

の素案作成をして

いただきます。 

地域への報告・意見交換会 (～８月末)  (新形態・新事業者の素案について) 

 ・素案について地域で意見交換を実施し、最終調整の参考とする。 

意見交換会を受けての最終調整 (９月中)  

⑥ 運行事業者との調整・交渉 (運営委員会と事業者間で実施)

⑦ 運行事業者・形態の確定 

R7.4.16 時点 

資料５-２


